
新型コロナ対応
岩手県におけるクライシス・リスク・コミュニケーション

国立感染研研修会 ２０２３年９月２９日
岩手県盛岡広域振興局技官 兼
岩手県保健所長会会長 仲本光一

保健所X
(Twitter)

保健所
Instagram



自己紹介
• 神奈川県川崎市生まれ。聖光学院中・高等学校卒。

• 弘前大学医学部卒。横浜市立大学医学部消化器外科博士号取得。

神奈川県内で消化器外科医として勤務。

• １９９２年１０月、外務省入省
• ミャンマー、インドネシア、インド、ニューヨーク、タンザニア、カナダの日本大使館・総領事館で医務官として
勤務。2014年～2019年：本省診療所長

• インドネシア暴動、えひめ丸海難事故、北朝鮮拉致被害者ケア，ダッカテロ事案対応などを経験。海外邦人
支援NPO（ジャムズネット）の設立に参加

• ２０１９年（令和元年）５月、岩手県入庁
• 2020年〜2023年県南広域振興局保健福祉環境技監 兼 奥州保健所長

• 2021年〜2022年 一関保健所長（兼任）

• 2023年〜盛岡広域振興局保健福祉環境技官 兼 県央保健所長

• 受賞歴
• 川口賞（外務大臣賞、２００２年）

• 多文化間精神医学会学会賞（２００２年）

• 米国日本医師会功労賞（２００３年）



岩手県の基礎情報

• 人口：岩手県１１８万人（６５歳以上３５％）
胆江圏域１２．５万人（同３６％）
両磐県域１１．４万人（同３９％）
盛岡圏域４５万人（同３１％）
※日本６５歳以上２９．１％(２０２１年）

• 圏域分布（右図）

• 病院配置状況（右図）

• 保健所職員数
奥州保健所：医師１人、保健課職員９人
一関保健所：医師１人、保健課職員７人
県央保健所：医師１人、保健課職員２１人

令和４年１０月１日現在
https://www.pref.iwate.jp/kensei/profile/1000653.html

岩手県医師支援推進室HPより
https://www2.pref.iwate.jp/~hp0365/iryokikan/01map.html



大きさの比較
岩手県vs四国

一関から盛岡まで１００km

ゆるキャラ：ケロ平、そばっち
一関市工業労政課工業係HPより
https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/kogyo/others/index.html



コロナ感染者数の推移 岩手県との比較

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

1
/8

/2
0

2
/8

/2
0

3
/8

/2
0

4
/8

/2
0

5
/8

/2
0

6
/8

/2
0

7
/8

/2
0

8
/8

/2
0

9
/8

/2
0

1
0
/8

/2
0

1
1
/8

/2
0

1
2
/8

/2
0

1
/8

/2
1

2
/8

/2
1

3
/8

/2
1

4
/8

/2
1

5
/8

/2
1

6
/8

/2
1

7
/8

/2
1

8
/8

/2
1

9
/8

/2
1

1
0
/8

/2
1

1
1
/8

/2
1

1
2
/8

/2
1

1
/8

/2
2

2
/8

/2
2

3
/8

/2
2

4
/8

/2
2

5
/8

/2
2

6
/8

/2
2

7
/8

/2
2

8
/8

/2
2

9
/8

/2
2

1
0
/8

/2
2

1
1
/8

/2
2

1
2
/8

/2
2

1
/8

/2
3

2
/8

/2
3

3
/8

/2
3

4
/8

/2
3

5
/8

/2
3

全国１
月
１
６
日

0

1000

2000

1
/8

/2
0

2
/8

/2
0

3
/8

/2
0

4
/8

/2
0

5
/8

/2
0

6
/8

/2
0

7
/8

/2
0

8
/8

/2
0

9
/8

/2
0

1
0
/8

/2
0

1
1
/8

/2
0

1
2
/8

/2
0

1
/8

/2
1

2
/8

/2
1

3
/8

/2
1

4
/8

/2
1

5
/8

/2
1

6
/8

/2
1

7
/8

/2
1

8
/8

/2
1

9
/8

/2
1

1
0
/8

/2
1

1
1
/8

/2
1

1
2
/8

/2
1

1
/8

/2
2

2
/8

/2
2

3
/8

/2
2

4
/8

/2
2

5
/8

/2
2

6
/8

/2
2

7
/8

/2
2

8
/8

/2
2

9
/8

/2
2

1
0
/8

/2
2

1
1
/8

/2
2

1
2
/8

/2
2

1
/8

/2
3

2
/8

/2
3

3
/8

/2
3

4
/8

/2
3

5
/8

/2
3

岩手県７
月
２
９
日

感染者報告数、全国と岩手県 国の１例目は2020年1月16日 岩手県は7月29日
厚生労働省データからわかる―新型コロナウイルス感染症情報―オープンデータより作成
https://covid19.mhlw.go.jp/



1. 患者発生の早期探知

2. 相談体制の強化

3. 発生前の検査促進業務

4. 発生直後の入院医療機関の選定、アレンジ。

5. 医師からの届け受理、本庁への連絡・NESID
（感染症サーベイランスシステム）への入力。
発生動向調査、検体採取、健康診断勧告・措
置、就業制限・入院勧告、措置、汚染場所の消
毒など。

6. 地域保健医療体制の構築

7. クライシス・リスク・コミュニケーション

保健所の感染症対策
コロナ他・有事

World Health Organization, 2012, 
“Rapid risk assessment of acute 
public health events”より引用
file:///C:/Users/kikikanri16/Downl
oads/WHO_HSE_GAR_ARO_2012.1_
eng.pdf



緊急事態発生時のリスクコミュニケーションの6つの原則

1. Be First（情報発信は迅速に行うこと）

2. Be Right（発信する情報は正しい情報であること）

3. Be Credible（発信する情報に信頼を得ること）

4. Express Empathy（人々への共感を表すこと）

5. Promote Action（人々の行動を促進すること）

6. Show Respect（人々へ敬意をはらうこと）



患者発生時は毎日同時刻（午後３時）に担当官から発信
県担当者と盛岡市担当者が一緒に会見
記者からの質問にも回答

①最初である（Be First）
②One Voice：県と盛岡市
②正しく報道してもらうため
不明確なことについてもその旨説明した

岩手県におけるクライシス・リスク・コミュニケーション

記者レク

IAT（岩手朝日テレビ）画像から



知事からのコミュニケーション

月２回ペース
HP、テレビ、ネット、SNSで。

信用される（Be Credible）

岩手県公式動画チャンネル（YouTube）より



保健所のコミュニケーション

入り口に消毒・体温測定装置、ゆるキャラを設置して注意喚起

分かりやすく
親しみやすく



保健所主催：説明会・講演会

コロナ関連講演会は多数実施
大学生、公民館での高齢者など幅広く実施

幅広い年齢層への
アウトリーチ



2020/5/26平泉町役場職員向け コロナ講演会
2020/6/15障害福祉施設職員向け コロナ講演会

2020/7/13市民ホール 一般向けコロナ講演会

2020/7/22平泉町教職員向け コロナ講演会
2020/7/26一関職員向けＰＰＥ着脱訓練 コロナ講演会
2020/7/29介護サービス事業者向け コロナ講演会

2020/8/6養護教員向け コロナ講演会
2020/8/24管理栄養士学生向け 感染症研修会

2020/9/4民間ボランティア団体向け 感染症講演会
2020/9/11障害福祉施設職員向け コロナ講演会
2020/9/15事業所研修会 コロナ講演会

2020/9/19歯科医師会主催学術講演会 一般向けコロナ関連講演会
2020/9/30自死ネットワーク連絡会 コロナ関連講演
2020/10/6一関消防署ＰＰＥ訓練 コロナ講義

2020/10/9一関医療安全講習会 コロナ他講演

2020/10/10婦人団体協議会 コロナ講演会
2020/10/16生活改善推進委員研修会 コロナ研修会

2020/10/20一関消防署研修会 コロナ講義

2020/10/28居宅介護支援事業者、訪問介護事業者 コロナ講演会

2020/10/30有料老人ホーム集団指導会 コロナ研修会
2020/11/5市民ホール 一般向けコロナ講演会

2020/11/12農業大学校職員向け研修 コロナ他研修

2020/11/13胆江法人会講演会 コロナ講演会
2020/12/16国際医療福祉専門学校 コロナ講演会

2020/12/16介護支援専門学校 コロナ講演会

2021/2/27未来政策研究所 コロナ講演会
2021/2/28奥州市国際交流協会 コロナ講演会
2021/3/3與田地区振興会 コロナ講演会

2021/4/21渋民市民センター コロナ講演会
2021/4/28農業大学校 コロナ講演会

2021/7/13養護教諭向け コロナ講演会
2021/8/26高齢者施設 コロナ関連研修
2021/8/27水沢学園看護学校 コロナ他、世界の医療事情

2021/8/31所内向け研修 コロナ研修会
2021/9/5医療通訳ボランティア向け コロナ研修会

2021/9/17 企業管理者向け コロナ関連研修会

2021/10/5岩手医科大５年生 コロナ関連講義

2021/10/5一関医療安全講習会（WEB） 櫻井滋医師
2021/11/2岩手医科大５年生 コロナ関連講義

2021/12/1新任保健師 コロナ関連講義

コロナ関連講演会、多数実施。
大学、市民センターなど、若年から高齢者
向けなど幅広い年齢層を対象に実施
内部組織向けも多数実施

行動を促す（Promote Action）

正しくある（Be Right）

共感の言葉を述べる（Express Empathy）

保健所主催：説明会・講演会一覧
発生当初の時期



高齢者施設での大規模クラスター発生時対応

２０２１年５月
県対策班・ICAT（岩手県の感染症対策チーム）・公立病院医療関係者の協力のもと、
施設内に対策本部を設置し、約１ヶ月間、現場で対応を行った。

現場において直接指導

IAT（岩手朝日テレビ）画像から



地元紙・テレビ報道など
2020/1/29胆江日日新聞 コロナ情報掲載

2020/2/28岩手日々新聞 コロナ情報掲載

2020/3/12胆江日日新聞 コロナ情報掲載

2020/3/12岩手日々新聞 コロナ情報掲載

2020/5/26岩手日々新聞 コロナ情報掲載

2020/9/6岩手日々新聞 コロナ情報掲載

2020/10/11岩手日々新聞 研修会情報掲載

2020/11/6胆江日日新聞 講演会情報掲載

2020/11/15ＮＨＫ盛岡放送 コロナ情報発信

2021/3/1胆江日日新聞 講演会情報掲載

2021/4/18胆江日日新聞 講演会情報掲載

2021/4/22胆江日日新聞 講演会情報掲載

2021/6/12ＮＨＫ盛岡放送 高齢者施設の感染対策

2021/8/26ＮＨＫ盛岡放送 保健所取材

2021/10/17岩手日報 東水沢中学校からの応援メッセージ

地方紙記事掲載が１６回
NHK盛岡が３回
※発行部数

担江日日 ２万部
岩手日々 ５万部
岩手日報１８万部

マスメディアの利用
高齢者への情報提供

胆江日日新聞より

NHK盛岡より

岩手日日新聞より



ツイッター、インスタグラムでの発信

保健所
X(Twitter)

ツイッター：
国内第１例発生直後の2020年1月19日にコロナ情報を発信した。
以後、関係ツイートは計300回以上、ほぼ２日起きに配信。
フォロアー884人
知事のツイッター（6.6万人）と連動。相互ツイートしている。

保健所
Instagram

ソーシャルメディアの利用



現場での指導：バスケットボール国際試合

２０２１年６月末：聴衆１５００人×２回、他県からも多数来訪し宿泊も予定されている国際試合。
市から情報を得て、事前準備から参加し、試合当日も現場で指導を行った。
市内、飲食店にもチラシを配布し、感染対策強化の注意を呼びかけた。

行動を促す（Promote Action）



客席に配布したチラシ、ポスター

結果として、試合終了後、聴衆の一人からの感染を確認。
しかし周囲への拡がりはなかった。



№ 受付日 相手方 イベント内容 イベント予定日時 場 所 参加者の人数 県外からの参加 宿泊の有無 実施要領等
18月5日 ㈱サンデー本社 人事教育部 人事研修 9/1～9/2 まちなか交流館Zホール会議室 15人程度 あり：青森２～３人県外者宿泊 感染対策チェックリスト

28月6日 ニンオン 演歌コンサート 11/17 奥州市文化会館Zホール 1000以上？検討中 検討中 － 検討中

38月11日 ㈶奥州市文化振興財団 郷ひろみコンサート 9/11 奥州市文化会館Zホール 750人 あり

48月11日 奥州市生涯学習スポーツ課 カヌージャパンカップ 10/15～10/17 胆沢ダムカヌー会場 選手110名程帯同者を含めると倍以上 大多数が東京
あり：焼石ク
アパーク

あり

58月25日
公益財団法人日本ボールダンス
連盟 東北ブロック

ダンス競技大会及びダンス試験
大会：9/12
試験：9/26

胆沢総合体育館
大会：選手２０名前後、観客４０名強
試験：１０名前後

なし なし 参加者は県内の者のみ

68月26日
㈱水沢グランドホテル代表取締
役（奥州水沢厄年連会長）

踊りの祭典2021 10/16 水沢駅通 300人弱 原則なしで検討 原則なし
事業概要、感染対策、当
日図面

78月30日 前沢いきいきスポーツランド 還暦野球大会 9/13
水沢球場、胆沢球場、長島球場
（水沢）

市内チーム なし なし 実施要領、感染対策

88月30日 三田（さんだ）ひろ子氏
ミニバス一関・奥州地域リーグ
戦

9/25 胆沢総合体育館 ８チーム（15人×8チーム） なし なし 実施要領、感染対策

98月31日 奥州市生涯学習スポーツ課
2022スポニチいわて奥州きらめ
きマラソン

R4.5.15（日） メイン会場：江刺総合支所 県内外6000人、2000人スタッフ あり あり
実施要領はあり、感染対
策未提出

109月21日 前沢ふれあいセンター 映画祭
R3.10.3（日）、10/17
（日）

前沢ふれあいセンター １上映あたり観客310人上限 市民向け なし 提出まち

119月21日 前沢ふれあいセンター 前沢小ミニコンサート R3.11/10（火）-11/12 前沢ふれあいセンター
30人×３クラス+α11/10～11 小学生
11/12 保育園及び幼稚園

なし なし 提出まち

129月21日 前沢ふれあいセンター
クラシックコンサートピアノト
リオミュゼコンサート

R3.11/13（土） 前沢ふれあいセンター 310人上限 あり（演奏者） なし 提出まち

139月24日 奥州市バスケットボール協会 バスケットボール大会 10/3.10/17 胆沢総合体育館
一関地区、北上地区。奥州地区の中学
生

なし なし 回覧済

1410月4日 奥州市生涯学習スポーツ課 奥州市成人式 R4.1.9（日） Zホール 1100人（新成人） あり あり（帰省） 協議書類回覧済

1510月20日 胆沢文化創造センター
日本フィルオーケストラコン
サート

R3.12.3（金）リハーサ
ル R3.12.4（土）

胆沢文化創造センター 中ホー
ル

400人（800人会場の1/2定員） あり（演奏者）
あり（演奏
者）

提出まち

1610月21日
水沢南中学校 副校長 村松先
生

文化祭（合唱・応援発表） R3.10.23（土） 奥州市文化会館Zホール
生徒約600人 保護者各家庭１名（常時
700人程度）

- 提出済み

1710月21日 JTB北海道事業所 修学旅行での昼食会場 11/18（木） Zホール 大ホール 70人 生徒及び教員、添乗員 あり
あり（県外宿
泊）

旅行行程表

1811月2日
奥州チャレンジリーグ（少年野
球）

奥州チャレンジリーグ（少年野
球）

11/6.7 管内野球場 14チーム なし 無 提出有

1911月2日 株）ベスト 講演会（道徳） 11/6 Zホール 中ホール 200人未満（500人定員） あり
有（他県から
の参加者）

提出済

2011月11日 民音東北センター 北島兄弟コンサート 11/17 Zホール 大ホール 990/1500定員（収容率65％） あり
有（他県から
の参加者）

提出済

2111月11日 前沢厄年連 令和３年度前沢厄年連 11/14
奥州市前沢地区小学校等グラウ
ンド（屋外８か所）

75名（演者）+観客 なし 無 あり

2211月16日
岩手県立水沢工業高校（岩手県
高体連ボクシング専門部）

東北高等学校ボクシング新人大
会

1/20（木）、1/21～
1/23は、試合前に健診

競技会場：奥州市体育館
健診：水沢サンパレスホテル

200名弱（選手、引率、役員）他県から
の参加者については、各県男子選手

あり(各県選手、引
率、審判員等役員）

有（旅館業組
合に

実施要領：提出済
感染防止基本方針

23 11月22日ＪＡ岩手ふるさと 企画課
第６回ＪＡ岩手ふるさと来夢く
んカップ大会（小中学校バレー
ボール大会)

1/29（土）、1/30 水沢体育館
小中各５チーム前後の参加を見込、指
導者・引率等含め小中の部各100名前後
を想定。

なし なし 提出済

24 11月22日
奥州チャレンジリーグ実行委員
会事務局

第９回水沢ラインズクラブ野球
教室

11/27(土）、予備日
11/28（日）

胆沢野球場 奥州・金ヶ崎地域の中学三年生 なし なし あり

25 11月25日
第38回岩手県小学生バレーボー 第38回岩手小学生バレーボール

11/27.11/28.12/4 奥州市総合体育館ほか
１団体15人ほど 男子２３チーム、女子

なし 一部あり あり

自治体からの相談一覧

市・町等関係者からの相談対応事例

信用される（Be Credible）



現場での指導：一関市成人式

２０２２年１月８日、９日：成人６００人×２、成人９００人×２。約半数は他県から。
市から情報を得て、事前準備から参加し、現場で指導、抗原検査支援を行った。
市内、飲食店にもチラシを配布し、感染対策強化の注意を呼びかけた。

行動を促す（Promote Action）



コロナ：奥州保健所の対応の特徴
毎日夕方に病院・医師会・市町・県・施設他とのWEB会議を実施

関係者・別組織の専門家との協力関係構築

地域・圏域内での親密な情報交換
リスクコミュニケーションのポイント



• コロナ発生。施設でのクラスター発生以後、ほぼ毎日実施。

• 保健所、感染症病院、診療検査医療機関、医師会、市担当者。他、県担当者、
DMATメンバー、クラスター発生高齢者施設の担当者など適宜参加。

• 毎日の感染者情報、検査結果、クラスター発生状況の共有。入院・退院調整。

※疫学調査、濃厚接触者のPCR検査、入院調整が一両日中に実施された。

• 高齢者施設等でのクラスター発生時には、圏域内から人を派遣し（自主的に往診
も）、終息に寄与した。

• 保健所からは、厚労省資料（マニュアル他）・県資料などを提供。外国の発生状
況・WHOの動き、変異株情報。他、サル痘などの感染症情報も提供。

• 感染症の専門家。国立国際医療研究センター病院 ・大曲貴夫医師、アドバイザリー
ボード・岡部信彦医師、和田耕治医師、高山義浩医師。賀来満夫先生にもWEB会議
に参加いただき、アドバイスをいただいた。

毎日のWEB会議の概要



スタッフへの労い
尊重の気持ちを示す（Show Respect）

地元中学校からの感謝の寄せ書き

胆江日日新聞より





まとめ：岩手県、保健所のリスクコミュニケーション

• 県は患者発生時、毎日同時刻にほぼ同じ担当者による記者レクを
実施し、ネットでも配信した。

• 知事は、月に２回程度、状況の変化があるたびに知事メッセージ
を、HP、SNS（ツイッター等）を通じて発信した。

• 保健所は、SNS、地元紙・テレビ、講演会、等を通じて頻回、積
極的に啓蒙・広報活動、現場での支援を実施した。

• 市・町のイベントについては、保健所は積極的に協力、アドバイ
スした。

• 圏域内における関係者（病院、医師会、市町担当者、県等）との
WEB会議による情報共有を患者発生時に毎日実施した。

脅威の発現から消失までの時間を短くしたことは、地域社会
に及ぼすインパクトを小さくした。
→感染症危機管理の最終的な目的は、衝撃の阻止or低減



感染症法上の分類変更

５類変更後の医療体制
２０２３年５月８日〜



５類後
移行期の入院調整

盛岡圏域でもグループごとの連携会議開始
クライシス・リスク・コミュニケーション



世論時報社より１１月出版 アマゾンで注文可能

外務省医務官としての世界各国での経験
講演・書籍のご紹介

１０月２１日（土）１４時から 東京医科大



ミャンマー・パガンの朝日

岩手県県央保健所長 仲本光一

drnakamoto@gmail.com

在外邦人向け医療関連情報SNS

クライシス・リスク・コミュニケーション

X(Twitter) Facebook

保健所X(Twitter) 保健所Instagram

海外での災害・テロ対応時に重要でした。
岩手県のコロナ禍の危機管理対応現場でも、

被害の低減に有効に機能しています。
今後も活用させていただきます。


